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当社子会社による仮想通貨ファンドの組成及び 

仮想通貨・ブロックチェーン事業への参入に関するお知らせ 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において仮想通貨（資金決済法上の仮想通貨に該当しないトークン等を含みます。

以下同じ。）・ブロックチェーン事業に参入することを決議しましたので、下記の通りお知らせいたします。 

また、事業参入の取締役会決議に先駆けて、当社子会社において仮想通貨ファンドを組成し、仮想通貨

への投資を開始していることを併せてお知らせいたします。 

なお、仮想通貨・ブロックチェーン事業への参入において、コンテンツの自社開発等に関して現在企画段階とな

りますが、具体的な内容に関しては現時点においては未定です。 

 

記 

 

１．仮想通貨・ブロックチェーン事業への参入の目的 

 当社は、「情報革命時代を代表する世界No.1エンターテイメント企業になる」ことを経営ビジョンに掲げ、

モバイルオンラインゲームの開発・運営、VR/AR領域における国内外への有力企業への投資及びコンテンツ開発

並びにモバイル動画領域における投資を通じ、業容を拡大させてまいりました。 

現在、エンターテイメント領域とのシナジーが見込まれる、仮想通貨・ブロックチェーンにかかるICO(Initial 

Coin Offering：新規仮想通貨公開）市場が急速に拡大しております。ICO市場の市場規模は、英国Coinschedule

社の調査によると、平成29年には3,880百万米ドルであったICOによる資金調達額は、平成30年５月時点で既

に8,930百万米ドルに達しており、今後も更なる拡大が見込まれます。そのため、仮想通貨・ブロックチェーン

に関するコンテンツの自社開発等の展開を見据え、仮想通貨・ブロックチェーン関する具体的な事業内容は未定

であるものの、当社グループにおける将来の収益機会を確保すべく、中長期的な成長のために取締役会において

仮想通貨・ブロックチェーン事業に参入することを決議いたしました。 

当社は本参入を通じ、新たなテクノロジーを活用する企業との戦略的な連携を図ることで、新規事業展開を加

速してまいります。 

 

２．投資の概要 

当社は、仮想通貨及びブロックチェーン事業を行っている企業への投資を実行することが当社の中長期的な成

長のために必要不可欠であると考えており、本事業参入に先駆けて、平成 30年１月25日開催の取締役会にて、

当社の連結子会社である株式会社gumi venturesを通じ、主として、仮想通貨・ブロックチェーン技術を用いた

サービス等を提供する企業への投資を目的としたファンドの組成を決議し、平成30年２月１日にファンドを設
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立いたしました。当ファンドは、仮想通貨・ブロックチェーン事業において、豊富な経験及び起業家との強固な

ネットワークを有するMiko Matsumura氏を共同事業者として運営を行っております。当ファンドには、国内大

手金融機関、韓国の大手ゲーム開発・運営企業等に加え、国内外の複数の企業・個人が出資しております。また、

仮想通貨評価メディア「Bitinvestors」を運営する株式会社ユニコンが仮想通貨の入出金、売却等のサポートを

行っています。 

当ファンドは平成30年２月の設立以降既に複数の米国のICO案件に対して投資を実行済みであり、今後グロ

ーバルにおけるICO案件への投資活動に一層注力してまいります。尚、既存の投資先については後記Ⅲ.の一覧

をご参照ください。 

 

 Ⅰ.当ファンドの概要 

 （１）形態     商法上の匿名組合契約 

（２）ファンド総額 最大30百万米ドル 

       （※）尚、当ファンドが匿名組合であるため、当社の出資額や出資割合等に関しては公表を控えておりま 

すが、当ファンドに対する当社の出資が当社の業績及び財政状態に与える影響は軽微であるとの判 

断をしております。 

（３）存続期間   約３年間（営業者の裁量により最大２年間の延長あり） 

（４）営業者の概要 

 

（１）商 号 合同会社 gumi Cryptos 

（２）所 在 地 東京都新宿区西新宿４丁目 34－７ 

（３）事 業 内 容  
仮想通貨及びブロックチェーン技術を用いたサービス等を提供 

する企業への投資 等 

（４）設 立 日 平成30年２月１日 

（５）業 務 執 行 社 員  
株式会社gumi ventures 

Miko Matsumura 
 

Ⅱ.営業者の業務執行社員の概要 

・株式会社gumi venturesについて 

（１）名 称 株式会社 gumi ventures 

（２）所 在 地 東京都新宿区西新宿４丁目 34－７ 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役 川本 寛之 

（４）事 業 内 容  

投資ファンドの組成及び運営 

投資事業有限責任組合の運用及び管理 

上場又は非上場株式その他有価証券の取得及び売却 

インキュベーション事業 等 

（５）設 立 日 平成24年６月28日 
（６）資 本 金 159百万円 

（７）大株主及び持株比率 株式会社gumi 100% 
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・Miko Matsumura氏について 

Miko Matsumura 氏は、米国の仮想通貨取引所 「Evercoin」の創業者であり、BitBull Capital や Crypto 

Currency Fundなど複数のファンド、VCのパートナーを務めるほか、Lyft、FileCoin、 Brave、 CIVIC、 Propy、 

Polymath等、ICO市場の黎明期から投資を行っているトークン保有者としても知られています。シリコンバ

レーでのビジネス経歴も25年以上と経験・人脈が豊富で、ICOにより200百万米ドル以上の資金を調達した

実績を有しています。同氏は数多くの ICO スタートアップのアドバイザーを務めており、50 百万米ドルの

ICOを達成したNaga Group、SwissBorgなどその数は15社に上っています。 

 

Ⅲ.当ファンドによる投資済みの案件 

プロダクト名（※１） プロダクト内容（※２） 

Basis        （米国） 
価格変動を極小化できるアルゴリズム等を用いたボラティリティが

低い仮想通貨の開発 

Robot Cache  （米国） 
ダウンロード版ゲームの販売・再販ができる分散型プラットフォー

ムの開発 

Origin Protocol（米国） 仲介なしで車や住居等のシェアが可能なプラットフォームの開発 

Pryze           （米国） 懸賞を自動的に、低コストかつ公平に実行できるプロトコルの開発 

（※１）各仮想通貨のプロダクトにおいて発行される仮想通貨の購入を以って、各プロダクトへの出資を実行いたします。 

（※２）各仮想通貨のプロダクト内容は、当該仮想通貨に関するウェブサイト及びホワイトペーパー等の記載に基づきます。 

 

３．仮想通貨・ブロックチェーンに関するコンテンツの自社開発の概要 

当社グループにおける仮想通貨・ブロックチェーンに関するコンテンツ開発に関しましては、現在、企画段階で

あり、現時点においては具体的な内容は未定であり、当該事業の開始のために支出する金額に関しては、現時点で

は少額であります。今後、業績に重要な影響を及ぼすことが明らかになった場合には、速やかに開示いたします。 

 

 

４．本件のリスクについて 

 本件投資業務にあたっては、関東財務局に適格機関投資家等特例業務に関する届出を行っております。 

 また、仮想通貨事業への参入にあたっては、弁護士、会計士等の専門家を含めた協議を既に開始しております。

本協議にて方針が決定次第、監督庁への報告等も行っていく予定です。事業の進捗状況に鑑み、今後も必要な手続

きを行ってまいります。 

 

５．業績への影響 

仮想通貨・ブロックチェーン事業は、中期的に当社の業績向上に資するものと考えておりますが、現時点では業

績への影響は軽微と見込んでおります。今後、業績に重要な影響を及ぼすことが明らかになった場合には、速やか

に開示いたします。 

 

以上 


